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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次 　

第23期

第３四半期連結累計期間
　

第23期

第３四半期連結会計期間
第22期

会計期間 　

自　平成20年６月１日

至　平成21年２月28日
　

自　平成20年12月１日

至　平成21年２月28日

自　平成19年６月１日

至　平成20年５月31日

売上高 （千円） 　 14,742,725　 5,059,180 18,576,785

経常利益 （千円） 　 260,186　 168,696 345,910

四半期（当期）純利益 （千円） 　 124,594　 79,606 96,525

純資産額 （千円） 　 － 　 1,620,494 1,547,351

総資産額 （千円） 　 － 　 10,352,582 9,323,475

１株当たり純資産額 （円） 　 － 　 224,156.44 213,448.84

１株当たり四半期（当
期）純利益

（円） 　 17,430.65　 11,158.70 13,490.58

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） 　 － 　 － －

自己資本比率 （％） 　 － 　 15.4 16.4

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 970,604　 － 1,480,409

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △596,032　 － △1,571,412

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 　 △14,800　 － △161,072

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） 　 － 　 1,802,834 1,443,062

従業員数 （名） 　 － 　 528 534

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の子会社）において営まれている事

業の内容に大きな変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社における状況

平成21年２月28日現在

従業員数(名) 528（91）

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

　

(2)　提出会社の状況

平成21年２月28日現在

従業員数(名) 394（27）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに記載しますと、次のとおりであります。

区　　　分

当第３四半期

連結会計期間

(千円)

調剤薬局事業
調剤部門 3,606,113

一般薬等部門 11,350

その他事業 47,841

合　　　計 3,665,305

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　一般薬等部門とは、一般大衆薬、衛生用品、健康食品、雑貨等の販売部門であります。
３　第１四半期連結会計期間より、処方データビジネス事業はその他事業に含めて記載することとしております。

　

(2)　販売実績

①当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに記載しますと、次のとおりであります。

区　　　分

当第３四半期

連結会計期間

(千円)

調剤薬局事業

薬剤に係る
収入

個々の器官系用医薬品 1,687,783

神経系及び感覚器官系用
医薬品

652,319

代謝性医薬品 774,221

その他 799,261

小計 3,913,585

調剤技術に
係る収入

調剤技術料等 1,066,666

一般薬等売上 19,388

小計 4,999,640

その他事業 59,539

合　　　計 5,059,180

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　第１四半期連結会計期間より、処方データビジネス事業はその他事業に含めて記載することとしております。
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②当第３四半期連結会計期間の調剤薬局事業における地区別の店舗数及び販売実績は、次のとおりであります。

地　区　別 店舗数
当第３四半期
連結会計期間
増減

当第３四半期
連結会計期間
（千円）

北海道 14 ― 308,879

宮城県 1 ― 30,516

山形県 1 ― 21,585

福島県 11 ― 494,734

茨城県 3 ― 71,677

群馬県 5 ― 197,470

埼玉県 3 ― 186,458

千葉県 1 ― 55,692

東京都 6 ― 184,591

神奈川県 3 ― 122,398

新潟県 12 ― 397,076

富山県 1 ― 68,765

石川県 5 ― 257,139

福井県 2 ― 32,486

山梨県 1 ― 26,002

岐阜県 1 ― 41,442

静岡県 13 ― 790,571

愛知県 13 ― 647,036

三重県 9 ― 400,050

滋賀県 1 ― 26,313

京都府 6 ― 229,280

大阪府 10 ― 409,471

合　　　計 122 ― 4,999,640

　

EDINET提出書類

ファーマライズ株式会社(E05379)

四半期報告書

 5/34



(3)　調剤実績

当第３四半期連結会計期間における処方せん応需実績は、次のとおりであります。

地　区　別
当第３四半期
連結会計期間
（千枚）

構成比(％)

北海道 35 7.1

宮城県 2 0.4

山形県 1 0.4

福島県 48 9.6

茨城県 13 2.8

群馬県 13 2.6

埼玉県 25 5.1

千葉県 7 1.5

東京都 20 4.1

神奈川県 9 1.9

新潟県 40 8.1

富山県 6 1.2

石川県 22 4.5

福井県 3 0.7

山梨県 3 0.7

岐阜県 4 0.9

静岡県 66 13.3

愛知県 71 14.3

三重県 36 7.3

滋賀県 2 0.4

京都府 19 3.8

大阪府 46 9.3

合　　　計 502 100.0
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２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成21年３月27日開催の取締役会において、会社分割計画を承認決議し、当社の調剤薬局事業は平成21年６

月１日付で新設会社「ファーマライズ株式会社」に承継され、当社は社名を「ファーマライズホールディングス株式

会社」に変更する予定でおります。詳細につきましては、後記（重要な後発事象）をご覧ください。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもの

であります。

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成20年12月１日～平成21年２月28日）におきましては、世界的な金融危機が深刻化

し、これまで旺盛であった欧米や中東・新興国の需要が大きく低迷し、未曾有の世界同時不況の構図が明白化してまい

りました。そのような中、わが国の経済は円高や海外需要の減退により輸出・生産部門の業績が急速に悪化し、株価や

雇用情勢・消費動向を示す指標はこれまでになく低い水準で推移しております。

このような経済情勢のもとでも、当社グループの業績は比較的堅調に推移しております。また、当社グループは世界

で最も早い進行が予想されるわが国の少子高齢化の流れを鑑み、地域医療に積極参加のうえ高水準の調剤サービスを

提供するとともに、地域医療を重視する理念を共有できる他社とのネットワーク構築を積極的に進めたいと考えてお

ります。そのために、当社は平成21年６月１日を効力発生日とする新設型会社分割を実施し、持株会社体制へ移行を表

明いたしました。当社グループは、持株会社体制に移行することにより具体的に次のような効果が期待できるものと考

えております。

①事業提携やＭ＆Ａ等において戦略的かつ専門的な検討

②グループ戦略による経営資源の効率的な活用とノウハウ蓄積

③市場変化に対応した経営意思決定の迅速化

④コーポレート・ガバナンスの強化

当社グループの当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高5,059百万円、経常利益168百万円、四半期純利益

79百万円となり、当第３四半期連結累計期間では、売上高14,742百万円、経常利益は260百万円、四半期純利益124百万円

となりました。薬価改定の実施年において価格改定前後の医薬品在庫が循環する際に、一過的に発生する定例的な現象

の影響をようやく吸収し、これまで概ね当初の計画通りに進捗しております。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（調剤薬局事業)

当第３四半期連結会計期間におきましては新規店舗開局の実績はありませんでしたが、当第３四半期連結累計期間

では計５店舗の新規開局を行いました。一方で店舗運営の効率化の観点から医療機関の縮小や分業計画に遅れのある

４店舗を閉鎖休局したため、当社グループが運営する調剤薬局店舗数は合計122店舗となっております。

また、平成20年４月に実施された薬事法改定により調剤サービスの高度化と競争の激化が進行しておりますが、当社

グループは重点施策項目として在宅・施設調剤の強化と後発医薬品の取り扱い拡充等に取り組んでおります。さらに、

平成22年３月と平成23年３月は新卒薬剤師の採用が困難になることを見越して新卒薬剤師の積極的な採用活動と、薬

剤師のレベルアップを促す教育研修を余念なく実施し、将来の礎を築くことにも注力してまいりました。これらの結

果、当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高は4,999百万円、営業利益は229百万円となり、当第３四半期連結

累計期間では、売上高14,530百万円、営業利益397百万円となりました。

(その他事業)

その他事業の内容は、当社が運営する処方データビジネス事業と完全子会社である株式会社ふじい薬局が運営する

調剤薬局以外の店舗における化粧品等の小売販売及び衛生材料等の卸販売であります。

その他事業における当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は59百万円、営業損失は24百万円となり、当第３四

半期連結累計期間では、売上高は211百万円、営業損失は40百万円となりました。なお、前連結会計年度までセグメント

区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性基準から判断して「その他事業」に含めることとし

ております。

(2)　財政状態の分析

（資産）
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当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は10,352百万円となり前連結会計年度末残高9,323百万円に対し、

1,029百万円増加しました。この主な要因は、第２四半期連結会計期間までの新規店舗の開局、営業譲受による店舗の増

加に伴い、売掛金の残高が1,148百万円となり前連結会計年度末残高1,010百万円に対し137百万円増加し、たな卸資産

の残高が1,112百万円となり前連結会計年度末残高929百万円に対し183百万円増加し、有形固定資産の残高が3,190百

万円となり、前連結会計年度末残高2,692百万円に対し497百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は8,732百万円となり、前連結会計年度末残高7,776百万円に対し

955百万円増加しました。この主な要因は、買掛金の残高が3,843百万円となり、前連結会計年度末残高2,888百万円に対

し954百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は1,620百万円となり、前連結会計年度末残高1,547百万円に対し73百

万円増加しました。この主な要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が81百万円増加したことによるものであり

ます。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,802百万円となり第２四半期

連結会計期間末の資金1,696百万円に対し105百万円増加しました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ

・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、182百万円となりました。この主な要因は、第２四半期連結会計期間までの店舗の増

加によりたな卸資産が375百万円増加し、買掛金が490百万円増加したこと、また、税金等調整前四半期純利益を185百万

円計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、202百万円となりました。この主な要因は、新規開局予定店舗等の有形固定資産の取

得による支出が191百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果増加した資金は、126百万円となりました。この主な要因は、長期借入金が131百万円増加したことに

よるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,620

計 28,620

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年２月28日)

提出日現在

発行数(株)

(平成21年４月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 7,155 7,155
ジャスダック証券取
引所

単元株制度を採用し
ていないため、単元株
式数はありません。

計 7,155 7,155 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成20年12月１日～

　平成21年２月28日
― 7,155 ― 580,075 ― 527,376

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握して

おりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、直前の基準日である平成20年11月30日現在で記載しております。

①　【発行済株式】

平成20年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 9

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,146 7,146
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 　 － － －

発行済株式総数 　 7,155 － －

総株主の議決権 　 － 7,146 －

　

②　【自己株式等】

平成20年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 東京都中野区中央 　 　 　 　

ファーマライズ株式会社 １-１-１ 9 － 9 0.1

計 － 9 － 9 0.1

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平成21年

１月 ２月

最高(円) 196,000172,000165,000164,400143,500119,500131,000128,000135,000

最低(円) 168,000158,100151,000141,000106,000113,500105,000115,000118,000

(注)最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであり

ます。

(1)　退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

専務取締役 営業本部長 林　　良行 平成21年３月20日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年12月

１日から平成21年２月28日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年６月１日から平成21年２月28

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,033,616 1,673,807

売掛金 1,148,040 1,010,057

商品 1,077,067 892,566

未収入金 844,866 877,509

その他 190,684 193,662

貸倒引当金 △6,603 △7,097

流動資産合計 5,287,671 4,640,506

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,611,520

※１
 1,395,659

土地 1,384,260 1,140,258

その他（純額） ※１
 194,811

※１
 156,863

有形固定資産合計 3,190,593 2,692,780

無形固定資産

のれん 533,259 518,974

ソフトウエア 362,078 417,368

その他 25,047 25,271

無形固定資産合計 920,385 961,614

投資その他の資産

差入保証金 588,873 645,843

その他 374,893 406,467

貸倒引当金 △11,883 △27,454

投資その他の資産合計 951,884 1,024,856

固定資産合計 5,062,863 4,679,251

繰延資産

株式交付費 2,047 3,717

繰延資産合計 2,047 3,717

資産合計 10,352,582 9,323,475
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(単位：千円)

当第３四半期
連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,843,434 2,888,586

短期借入金 － 700,000

1年内償還予定の社債 10,000 70,000

1年内返済予定の長期借入金 1,687,907 1,321,160

未払法人税等 74,348 79,839

賞与引当金 89,097 －

その他 264,431 412,473

流動負債合計 5,969,218 5,472,059

固定負債

長期借入金 2,610,757 2,175,052

退職給付引当金 120,994 126,311

その他 31,118 2,701

固定負債合計 2,762,869 2,304,064

負債合計 8,732,088 7,776,124

純資産の部

株主資本

資本金 580,075 580,075

資本剰余金 527,376 527,376

利益剰余金 487,389 405,725

自己株式 △2,430 －

株主資本合計 1,592,410 1,513,176

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,721 14,049

評価・換算差額等合計 6,721 14,049

少数株主持分 21,362 20,124

純資産合計 1,620,494 1,547,351

負債純資産合計 10,352,582 9,323,475
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 14,742,725

売上原価 12,945,959

売上総利益 1,796,766

販売費及び一般管理費 ※１
 1,439,748

営業利益 357,017

営業外収益

受取利息 5,989

受取配当金 547

受取賃貸料 5,083

その他 3,255

営業外収益合計 14,876

営業外費用

支払利息 63,724

休止固定資産費用 25,537

その他 22,445

営業外費用合計 111,707

経常利益 260,186

特別利益

固定資産売却益 3,378

貸倒引当金戻入額 20,587

退職給付制度改定益 15,938

特別利益合計 39,904

特別損失

固定資産除却損 113

賃貸借契約解約損 4,617

特別損失合計 4,730

税金等調整前四半期純利益 295,360

法人税等 169,179

少数株主利益 1,587

四半期純利益 124,594
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 5,059,180

売上原価 4,358,938

売上総利益 700,241

販売費及び一般管理費 ※１
 495,345

営業利益 204,895

営業外収益

受取利息 2,076

受取配当金 192

受取賃貸料 1,971

その他 891

営業外収益合計 5,132

営業外費用

支払利息 20,773

休止固定資産費用 12,673

その他 7,884

営業外費用合計 41,331

経常利益 168,696

特別利益

固定資産売却益 3,378

貸倒引当金戻入額 △304

退職給付制度改定益 15,938

特別利益合計 19,012

特別損失

固定資産除却損 113

賃貸借契約解約損 1,760

特別損失合計 1,873

税金等調整前四半期純利益 185,835

法人税等 105,432

少数株主利益 796

四半期純利益 79,606

EDINET提出書類

ファーマライズ株式会社(E05379)

四半期報告書

16/34



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 295,360

減価償却費 201,380

のれん償却額 88,780

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,065

賞与引当金の増減額（△は減少） 89,097

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,317

受取利息及び受取配当金 △6,536

支払利息 63,724

固定資産除却損 113

固定資産売却損益（△は益） △3,378

売上債権の増減額（△は増加） △107,004

たな卸資産の増減額（△は増加） △183,389

仕入債務の増減額（△は減少） 954,847

その他 △171,527

小計 1,200,085

利息及び配当金の受取額 4,014

利息の支払額 △61,386

法人税等の支払額 △172,108

営業活動によるキャッシュ・フロー 970,604

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,250

定期預金の払戻による収入 15,300

有形固定資産の取得による支出 △555,413

有形固定資産の売却による収入 11,378

無形固定資産の取得による支出 △27,212

投資有価証券の取得による支出 △8,000

差入保証金の差入による支出 △10,428

差入保証金の回収による収入 71,426

営業譲受による支出 ※２
 △86,837

その他 △1,995

投資活動によるキャッシュ・フロー △596,032
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(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月１日
　至 平成21年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △700,000

長期借入れによる収入 1,900,000

長期借入金の返済による支出 △1,097,548

リース債務の返済による支出 △11,541

社債の償還による支出 △60,000

自己株式の取得による支出 △2,430

配当金の支払額 △42,930

少数株主への配当金の支払額 △350

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 359,772

現金及び現金同等物の期首残高 1,443,062

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,802,834
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

１ 会計処理の原則及び手続の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準につい

ては、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下

げの方法)に変更しております。

この変更による営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益に与える影響は、軽微であります。

(2) リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委

員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日企

業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成６年１月18

日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針

第16号)を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通

常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、

リース資産として計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を

耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法に

よっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用

しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース

資産が固定資産に35,330千円計上されていますが、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

１ 棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

２ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

１ 税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。なお、法人税等調整額は法人税等に

含めて表示しております。

　

　

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末

(平成20年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,040,551千円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 946,706千円

 

──────── ２　偶発債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に
対して、次のとおり債務保証を行っております。

　 ㈱風都市 176,033千円

計 176,033千円

　

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

役員報酬 110,435千円

給料手当 212,441　

退職給付引当金繰入額 3,758 　

貸倒引当金繰入額 3,512 　

賞与引当金繰入額 19,422　

租税公課 587,542　
 

　

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

役員報酬 38,635千円

給料手当 64,481　

退職給付引当金繰入額 984 　

貸倒引当金繰入額 1,193　

賞与引当金繰入額 4,202　

租税公課 213,941　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

現金及び預金勘定 2,033,616千円

投資その他の資産（その他） 3,350　

預入期間が３ヶ月超の定期預金等 △234,131　

現金及び現金同等物 1,802,834千円

　

※２　営業譲受により増加した資産の主な内訳は次のとお

りであります。

流動資産 1,007千円

固定資産 12,875　

のれん 101,558　

流動負債 △28,603　

営業譲受による支出 86,837千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年６月

１日至平成21年２月28日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 7,155

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第３四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 21

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年８月21日
定時株主総会

普通株式 42,930 6,000平成20年５月31日平成20年８月22日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日）

リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末におけ

るリース取引残高は、前連結会計年度末と比べて著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年２月28日）

金利スワップ取引は行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象

から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）

　

　
調剤薬局事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)
消去又は
全社(千円)

連結

(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　

　売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 4,999,640 59,539 5,059,180 － 5,059,180

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 4,999,640 59,539 5,059,180 － 5,059,180

　営業利益
(又は営業損失（△））

229,679 △24,784 204,895 － 204,895

(注) １　事業の区分の方法

事業は市場の類似性に基づき区分しております。

２　調剤薬局事業・・・・調剤薬局の経営

その他事業・・・・・化粧品等の小売販売、衛生材料等の卸販売、処方データの販売及び分析レポート作成の

ためのコンサルティング

３　前連結会計年度まで区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性がなくなったため、第１

四半期連結会計期間より「その他事業」に含めることといたしました。

なお、当第３四半期連結会計期間における処方データビジネス事業の売上高は0千円、営業損失は10,768千円

であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日）

　

　
調剤薬局事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)
消去又は
全社(千円)

連結

(千円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　

　売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 14,530,760211,96414,742,725 － 14,742,725

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 14,530,760211,96414,742,725 － 14,742,725

　営業利益
(又は営業損失（△）)

397,698 △40,680 357,017 － 357,017

(注) １　事業の区分の方法

事業は市場の類似性に基づき区分しております。

２　調剤薬局事業・・・・調剤薬局の経営

その他事業・・・・・化粧品等の小売販売、衛生材料等の卸販売、処方データの販売及び分析レポート作成の

ためのコンサルティング

３　前連結会計年度まで区分掲記しておりました「処方データビジネス事業」は、重要性がなくなったため、第１

四半期連結会計期間より「その他事業」に含めることといたしました。

なお、当第３四半期連結累計期間における処方データビジネス事業の売上高は13,000千円、営業損失は20,326

千円であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日）において本国以外の国又は地域に所在する連結子会

社及び重要な在外支店はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日）及び当第３四半期連結累計期

間（自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日）において海外売上高はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成21年２月28日)

前連結会計年度末

(平成20年５月31日)

　

　 224,156.44円
　

　

　 213,448.84円

　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

　

１株当たり四半期純利益 17,430.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

　
(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目 　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年６月１日

　至　平成21年２月28日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 　 124,594

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 　 124,594

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －

　普通株式の期中平均株式数（株） 　 7,148

　

第３四半期連結会計期間

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

　

１株当たり四半期純利益 11,158.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目 　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 　 79,606

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 　 79,606

　普通株主に帰属しない金額（千円） 　 －

　普通株式の期中平均株式数（株） 　 7,134
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

（会社分割による持株会社体制への移行ならびに商号変更について）

 

当社は、平成21年２月26日付「会社分割による持株会社体制への移行に関するお知らせ」にて開示しましたと

おり、平成21年３月27日開催の当社取締役会において、会社分割計画を承認決議いたしましたのでお知らせいたし

ます。

これに伴い、当社の調剤薬局事業は平成21年６月１日付で新設会社「ファーマライズ株式会社」に承継され、当

社は社名を「ファーマライズホールディングス株式会社」に変更し、グループ全体の経営戦略策定等の機能を担

います。また、当社は持株会社として引き続き上場を維持する予定です。

なお、本件につきましては、平成21年５月８日開催予定の臨時株主総会において承認決議がなされることを条件

としております。

 

１.会社分割の目的

当社グループは、「かかりつけ薬局」として質の高い調剤サービスを安定的に提供するとともに、地域にドミナ

ント圏を形成して地域医療に積極的に関与することで成長を遂げてまいりました。具体的には、これまで地域に形

成したドミナント圏を最大限に活用して、在宅医療や施設調剤にいち早く取り組み、医師・看護師・薬剤師が三位

一体となって患者様に治療を施す地域医療に積極参画してまいりました。その結果、地域医療に関しては高度で先

進的なノウハウを習得しており、これは当社グループにとって最も重要かつ優位性のある経営資源として認識し

ております。

一方で、当社グループを取り巻く調剤薬局業界では「調剤サービスの高度化」への要請が高まりつつあり、さら

にドラッグストア等の周辺業種からの参入も相まって「競争の激化」が進行しており、事業環境の厳しさは今後

も増してゆくことが予想されます。

当社グループは、このような事業環境の変化に対応するため、地域医療の中核を担う理念を掲げて新しい事業提

携やM&Aによる展開を推進したいと考えています。そこで、大局的な観点からのグループ戦略に特化することがで

きる持株会社体制へ移行が、当社の今後の成長戦略にとって最も効果的な手法と考えております。

当社が持株会社体制に移行することにより期待できる効果は次のとおりであります。まず、地域医療の重要性に

ついて共感・賛同していただける企業と事業提携やM&A等において、戦略的かつ専門的に検討できるようになりま

す。また、在宅医療・施設調剤等における先進的なノウハウを効率的にグループ内に循環させ、かつ蓄積すること

が可能になります。

さらに、グループ経営機能と事業執行機能を明確に分離する持株会社体制に移行することで市場変化に対応し

た経営意思決定の迅速化が可能となります。また、内部統制システムやコンプライアンス体制等のコーポレート・

ガバナンスの強化を図ることも可能になります。

(1) 事業提携やM＆A等において戦略的かつ専門的な検討

地域医療の重要性について共感・賛同していただける企業との事業提携やM＆Aにおいて、戦略的かつ専門的な

検討を行います。

(2) グループ戦略による経営資源の効率的な活用とノウハウ蓄積

持株会社はグループの戦略マネジメントに特化し、グループ各社の特性を生かしつつ、グループ経営資源の効

率的活用とノウハウの蓄積を図ります。

(3) 市場変化に対応した経営意思決定の迅速化

経営体制の強化による意思決定・監督機能と事業の執行機能を明確に分離し、経営のスピード化と透明性の向

上を図るとともに、グループ会社間のシナジー効果の極大化を目指します。

(4) コーポレート・ガバナンスの強化

グループ全体の効率化の追求、健全性・透明性確保のため、持株会社体制下におけるコーポレート・ガバナン

スのより一層の強化を図り、内部統制システム・コンプライアン ス体制の改善を行います。
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当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

２．会社分割の要旨

(1) 分割の日程

株主総会基準日　　　　　　　平成 21年 ３月 20日（金）

分割計画書承認取締役会　　　平成 21年 ３月 27日（金）

分割承認臨時株主総会　　　　平成 21年 ５月 ８日（金）（予定）

分割の予定日（効力発生日）　平成 21年 ６月 １日（月）（予定）

(2) 分割方式

①分割方式

当社を分割会社とし、新たに設立する会社を承継会社とする分社型新設分割です。

②当分割方式を採用した理由

持株会社体制への移行を効率的かつ円滑に行うため、当該分割方式を採用致しました。

(3) 株式の割当

承継会社は、本件分割に際して200株を発行し、その全てを分割会社に割当交付いたします。

(4) 分割により減少する資本金等

該当事項はありません。

(5) 分割会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

該当事項はありません。

(6) 承継会社が承継する権利義務

当社は、平成21年３月27日付分割計画書に基づき、当社の調剤薬局事業に属する資産・債務、その他の権利義務

を承継会社に承継します。また、雇用契約は当社から承継会社に出向させることとしております。

なお、本件分割後も、当社は承継会社に承継される債務の全てについて、引き続き承継会社と連帯して債務を負

担します。

(7) 債務履行の見込み

分割会社及び承継会社は、分割期日以降に履行する債務について、本件分割後もその履行を担保するに足る資

産を保有しており、両者の負担すべき債務の履行の確実性は問題ないものと判断しております。

(8) 新設会社に就任予定の役員

代表取締役社長 ：大野 利美知 （分割会社の代表取締役社長）

専務取締役 ：秋山 昌之 （分割会社の取締役）

常務取締役 ：大野 小夜子 （分割会社の常務取締役）

取締役　　 ：三浦 誠 （分割会社の取締役）

監査役 　　：地搗 幹夫 （分割会社の常勤監査役）
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当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

３．分割当事会社の概要

（分割会社は平成20年５月31日現在、承継会社は平成21年６月１日予定）

(1)商号

ファーマライズ株式会社
（平成21年６月１日をもってファー
マライズホールディングス株式会社
に商号変更予定）

（分割会社）

 
ファーマライズ株式会社
 
 

（承継会社）
 

(2)事業内容
調剤薬局の運営及びその他付帯サービ
ス等

調剤薬局の運営及びその他付帯サービ
ス等

(3)設立年月日 昭和59年６月28日 平成21年６月１日（予定）

(4)本店所在地 東京都中野区中央1丁目1番1号 東京都中野区中央1丁目1番1号

(5)
代表者の

役職・氏名
代表取締役社長　大野　利美知 代表取締役社長　大野　利美知

(6)資本金 580,075,000円 10,000,000円（予定）

(7)発行済株式数 7,155株 200株

(8)純資産 1,342百万円（予定） 10百万円（予定）

(9)総資産 8,129百万円（予定） 7,083百万円（予定）

(10)決算期 ５月31日 ５月31日

(11)従業員数 402名 347名（予定）

(12)主要取引先
(株)スズケン
(株)クラヤ三星堂　その他

(株)スズケン
(株)クラヤ三星堂　その他

(13)
大株主及び

持株比率

大野　利美知 　　　49.１％
林　良行 　　 　　 ５.１％
ファーマライズ
従業員持ち株会 　　４.９％

ファーマライズ
ホールディングス㈱  　100.0％
　

(14)主要取引銀行
(株)三菱東京UFJ銀行
(株)みずほ銀行

(株)三菱東京UFJ銀行（予定）
(株)みずほ銀行（予定）

(15)
当事会社間の

関係等

資本関係
承継会社は分割会社の100％出資子会社
です。

人的関係
承継会社は分割会社より役員を受け入
れる予定です。

取引関係
承継会社は分割会社に対する配当、経営
指導料、業務委託料等の支払いが発生し
ます。

(16) 最近３年間の業績

　 ファーマライズ株式会社（分割会社）

決算期 平成18年５期 平成19年５期 平成20年５期

売上高 10,618百万円 11,361百万円 13,023百万円

営業利益 304百万円 368百万円 323百万円

経常利益 226百万円 311百万円 192百万円

当期純利益 46百万円 113百万円 27百万円

１株当たり当期純利益（円） 7,516.48円 17,655.43円 3,862.55円

１株当たり配当金（円） 4,500円 6,000円 6,000円

１株当たり純資産（円） 166,526.00円 190,501.56円 187,606.72円
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当第３四半期連結会計期間

(自　平成20年12月１日

　至　平成21年２月28日)

４．分割する事業部門の概要

(1) 分割する部門の事業内容

分割会社の調剤薬局事業の全てを承継会社に移転いたします。

(2) 分割する部門の経営成績

　
調剤薬局事業(a)

平成20年５月期
実績(b)

比率(a／b)

売上高 12,953百万円 13,023百万円 99.5％

売上総利益 1,619百万円 1,624百万円 99.7％

営業利益 319百万円 323百万円 98.7％

(3) 分割する資産、負債の項目及び金額（平成21年２月28日現在）

資産 負債
項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 3,343百万円流動負債 4,427百万円
固定資産 3,740百万円固定負債 2,646百万円
合計 7,083百万円合計 7,073百万円

（注）分割事業部門の資産・負債の項目および金額は、平成21年２月28日現在の貸借対照表を基準に算出して

いるため、実際に分割する金額は、上記金額と異なる可能性があります。

 

５．新設分割会社の状況

(1) 商号 ファーマライズ株式会社

(2) 事業内容 調剤薬局の運営及びその他付帯サービス等

(3) 本店所在地 東京都中野区中央1丁目１番1号

(4) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長大野　利美知

(5) 資本金 10,000,000円（予定）

(6) 決算期 ５月31日

 

６．会社分割後の当社の状況

 
(1) 商号

ファーマライズホールディングス株式会社
（英文：Ｐｈａｒｍａｒｉｓｅ　Ｈｏｌｄｉｎｇｓ）
（平成21年６月１日をもってファーマライズ株式会社から商号変更の予定）

(2) 事業内容 持株会社（グループ会社を統括する管理運営会社）

(3) 本店所在地 東京都中野区中央1丁目１番1号

(4) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長大野　利美知

(5) 資本金 580,075,000円

(6) 純資産 1,375百万円（予定）

(7) 総資産 1,832百万円（予定）

(8) 決算期 ５月31日

（注）純資産・総資産の金額は、平成21年２月28日現在の貸借対照表を基準に算出しているため、実際の分

割後は、上記金額と異なる可能性があります。

(9) 今後の見通し

承継会社は当社の100％子会社となるため、本件分割が当社の連結業績に与える影響はありません。また、当社

の単体業績につきましても、主な収入は子会社からの経営指導料・業務委託料や配当金収入等になり、費用は持

株会社としての機能に関するものが中心になる予定です。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月13日

ファーマライズ株式会社

取締役会　御中

　

優　成　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　邊　芳　樹　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鶴　見　　　寛　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ファーマライズ株式会社の平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年６月１日か

ら平成21年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーマライズ株式会社及び連結子会社の平

成21年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年３月27日開催の取締役会において、会社分割によ

る持株会社体制への移行について決議している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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